
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～丹波の森と農を活かし、人と自然が共生する源流のまち～ 

資料６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 10 月から生物多様性分野に係る地域おこし協力隊員として、 

尾形真依子隊員を委嘱しています。 

 

生物 
多様性 

令和３年 10 月から生物多様性分野に係る地域おこし協力隊員として、尾形真依子隊員を委嘱しています。 

尾形隊員は、現在市内のこども園や子育て学習センターなどで「しぜんたいけんプログラム」を実施するなど、

生物多様性の体験や普及啓発を行っています。 

「しぜんたいけんプログラム」では、虫取りをしてから虫の拡大観察など、普段目にしない部分を見ることが

でき、子ども達の好奇心を刺激しています。また、親子で「しぜんたいけん」に参加してもらうことで、子ども

だけでなく親も自然に触れるきっかけとなっています。 

丹波市地域おこし協力隊員が活動しています！ 

 令和３年度に「第２次丹波市環境基本計画（改定版）」を策定しました。 計画 
改定 

令和３年３月に第２次丹波市環境基本計画の改定を行い

ました。 

本計画（10 年計画）では、４つの基本目標を定め、目標

ごとの施策の方向性に沿って、目指すべき将来像【丹波の森

と農を活かし、人と自然が共生する源流のまち】の実現を目

指していますが、策定から５年が経過したことから、今まで

は取組項目の一つだった「地球温暖化の防止」を追加し、基

本目標を５つにするなどの見直しを行いました。 

その他の主な変更点としては、持続可能な開発目標

（SDGs）、地域循環共生圏、気候変動対策などの新たな視点

の追加が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇こちらから閲覧できます 

 

 

虫を拡大観察する様子 

（「しぜんたいけんプログラム」） 
委嘱式の様子 「しぜんたいけんプログラム」

チラシ 



木質バイオマス推進の一環として、薪ストーブ・薪ボイラーの設置補助 

を行っています。 

 

 

バイオマスって？ 

動植物から生まれた、再利用可能な資

源（石油などの化石燃料を除く）のこ

と。トウモロコシや家畜の糞、生ごみ

等。バイオマスの中でも木材由来のも

のを「木質バイオマス」といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「丹波市立氷上回廊水分れフィールドミュージアム」リニューアルオープン！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本州で最も低い中央分水界「水分れ」特有の自然の多様性、豊かな文化及び歴史を 

貴重な地域資源として次世代につないでいきます。 

氷 上 
回 廊 

薪ストーブ 

丹波市では、森林の未利用地などの地域資源である木材をエネルギーと

して活用することによって、化石燃料から木質バイオマス燃料への転換を

図り、二酸化炭素の排出削減、里山の整備の促進等を目的に、薪ストーブ・

薪ボイラーを設置される方へ、設置費用の一部を補助しています。 

森林の伐採で作られた木材をエネルギーとして燃やすと、二酸化炭素が

発生します。しかし、この二酸化炭素は、伐採後に森林が新しくなれば、そ

の成長過程で再び樹木に吸収されるため、大気中の二酸化炭素濃度に影響

を与えません。これを、カーボンニュートラルといいます。 

環境にやさしい暖房器具！ 

青垣住民センター薪ストーブ 

カーボンニュートラル 

の考え方（図解） 
 

 

 

 

 

 

間伐等 

燃焼 排出 

吸収 

当館は、本州で最も低い中央分水界がある氷上回廊で育まれてきた地域特有の自然の多様性、豊かな文化及び歴

史を貴重な地域資源として次世代に継承し、理解を深めるため、令和３年３月 20 日にリニューアルオープンし

ました。 

氷上回廊では、長い歴史の中で数多くのキセキが起こりました。そのキセキが、現代にいたるまで丹波の生物多

様性や豊かな歴史、文化を育んできました。当館では、この地形の秘密や不思議な生態系、人やモノの交流の歴史

など、水分れを取り巻く全てを学ぶことが出来ます。 

また当館では、オンラインライブ授業にも対応するなど、丹波市の財産である氷上回廊を後世に語り継いでいく

ために最先端の取組を行っています。 

ミュージアム（外観） ミュージアム（ロビーから展示室） ホームページはこちら 



計画が目指す姿の実現に向けた進捗状況(抜粋) 

  
 

 

 
 

基本目標３ 

目標値(R３) 

60 件 20件/年 不法投棄件数 

浄化槽整備率 95.3％ 95.5％ 94.4％ 

下水道接続率 

住まいるバンク 

成約件数 
253 件 

98.0％ 98.0％ 97.4％ 

快適で安心して 
暮らせる環境の保全 

190 件 ３件 

 
 

39 件/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境指標名 現況値(R3) 

) 

目標値(R３) 

里山防災林 

整備面積 

基本目標１ 

策定値(Ｈ27) 

７ha/年 ７ha/年 ８ha/年 

有機農業 

生産者数 
32 戸 30 戸 26戸 

薪ストーブ   

薪ボイラー 

購入補助台数 

― 85台 90 台 

木の駅 

プロジェクト 

参加者数 

187 人 300 人 57人 

 
環境指標名 現況値(R3) 目標値(R３) 

一人一日当たり

ごみ発生量 
692ｇ/日 

基本目標２ 

策定値(Ｈ27) 

ごみの 

リサイクル 

(資源化)率 

15.4％ 

温室効果ガス 

排出量 
19,667 

地球温暖化防止

対策推進事業所 
60 65 49 

 

681ｇ/日 761 

18.2％ 12.8％ 

ｇ/日 

t-CO2/年 

17,689 
t-CO2/年 t-CO2/年 

事業所 事業所 事業所 

現況値(R3) 

丹波市 生活環境部 環境課 

〒669-3692 兵庫県丹波市氷上町成松字甲賀１番地 

TEL：0795-82-1001（代表） FAX：0795-82-5448 

E-mail：kankyou@city.tamba.lg.jp 

環境報告書はこちらからダウンロードできます 

⇒ https://www.city.tamba.lg.jp/site/kankyouka/list197-465.html 

“里地里山”の保全 
・再生と循環利用 

資源を大切にする 
ライフスタイルの定着 

環境指標名 策定値(Ｈ27) 

 
環境指標名 現況値(R3) 目標値(R３) 

基本目標４ 

策定値(Ｈ27) 

丹波市一斉 

クリーン作戦 

参加者数 

13,166 9,707 12,000 

氷上回廊 

ホームページ 

アクセス数 

10,000 36,408 8,913 

公用車の 

低公害車率 
5.0％ 2.48％ 3.05％ 

学校給食における 

丹波市産農産物 

(野菜)の使用割合 

20.7％ 36.0％ 

件 件 

人 人 

人の輪で 
育む環境づくり 

人 

件 

25.3％ 

計画通りに達成している 計画通りに概ね達成している 計画通りにはあまり達成していない 

18,267 


